
資源のない日本、
将来のエネルギーの姿に関する講演
in 東京 化石、再エネ、原子力エネルギーのベストミックスの実現に向けて
平成29年2月21日（火）　会場：虎ノ門ANNEX2階 会議室C

平成26年4月に新しい「エネルギー基本計画」が閣議決定され、平成27年7月には「長期エネルギー需給見通し（エネルギーミックス）」が取りまと
められました。経済産業省資源エネルギー庁では、日本におけるエネルギーの現状や将来の姿について、さまざまな地域の住民の方々を対象に、
化石エネルギーや再生可能エネルギー、原子力等のエネルギーミックスに対して、ご理解を深めていただくために講演会を開催いたしました。

政
府
は
2
0
3
0
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク

ス
を
石
炭
26
％
、
L
N
G
27
％
、
原
子
力
20
〜

22
％
、
再
エ
ネ
22
〜
24
％
と
し
、
経
済
成
長
率

17
％
を
見
込
み
な
が
ら
も
意
欲
的
な
省
エ
ネ
目

標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
、

経
済
効
率
性
、
環
境
適
合
の
3
E
す
べ
て
に
目
配

せ
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
も
ち
ろ
ん
安
全
性
が
大

前
提
で
す
。
リ
ス
ク
は
原
発
事
故
だ
け
で
は
な

く
、
安
全
保
障
、
経
済
効
率
性
、
環
境
適
合
に
も

付
随
す
る
も
の
で
す
。

産
業
革
命
以
前
は
2
7
5
p
p
m
だ
っ
た
地

球
の
CO2
濃
度
は
現
在
4
0
0
p
p
m
と
過
去
最

高
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
ま
す
。
世
界
平
均
気
温
は

2
0
1
4
年
か
ら
3
年
連
続
で
過
去
最
高
を
更

新
。
日
本
で
も
豪
雨
や
台
風
が
増
え
た
実
感
が
あ

り
、
昨
年
は
石
垣
島
で
も
サ
ン
ゴ
の
白
化
現
象
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

2
0
1
5
年
の
C
O
P
21
で
パ
リ
協
定
が
合

意
、
す
べ
て
の
国
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
努
力

を
求
め
、
自
主
的
に
目
標
を
出
し
国
際
的
に
相
互

レ
ビ
ュ
ー
す
る
と
い
う
画
期
的
な
も
の
で
す
。
日

本
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
と
整
合
す
る
形
で

2
0
3
0
年
に
2
0
1
3
年
比
で
26
%
削
減
と

い
う
目
標
を
提
出
。
各
国
の
批
准
年
が
異
な
る
た

め
、
削
減
に
か
け
る
費
用
を
換
算
し
て
国
際
比
較

の
指
標
に
す
る
と
、
ス
イ
ス
や
日
本
が
高
い
目
標

を
掲
げ
、
中
国
や
イ
ン
ド
、
ト
ル
コ
の
費
用
が
ほ

ぼ
ゼ
ロ
と
低
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
費
用

の
差
は
国
際
競
争
力
の
差
と
な
る
た
め
、
日
本
の

立
場
が
不
利
に
な
ら
な
い
対
策
が
必
要
で
す
。

パ
リ
協
定
で
は
、
産
業
革
命
前
か
ら
の
気
温
上

昇
を
2
度
未
満
に
抑
え
る「
2
度
目
標
」も
掲
げ

ら
れ
ま
し
た
が
こ
れ
も
厳
し
い
目
標
で
す
。
気
温

を
安
定
化
さ
せ
る
に
は
CO2
排
出
量
を
ゼ
ロ
に
し

な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
経
済
活
動
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
見
な
が
ら
、
水
素
発
電
や
再
エ
ネ
を
か
な
り

活
用
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
2
0
3
0
年

ま
で
は
、
各
国
目
標
の
う
ち
緩
い
目
標
を
掲
げ
た

国
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
、
目
標
の
深
掘
り
を

促
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

CO2
排
出
量
は
G
D
P
と
相
関
し
ま
す
が

2
0
1
0
年
以
降
過
去
を
上
回
っ
て
伸
び
た
の

は
中
国
が
鉄
鋼
や
セ
メ
ン
ト
を
過
剰
に
作
っ
た

か
ら
で
す
。
こ
こ
数
年
の
横
ば
い
は
、
中
国
の
生

産
調
整
と
ア
メ
リ
カ
の
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
革
命
、
そ

し
て
再
エ
ネ
の
効
果
で
す
。
G
D
P
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
電
力
消
費
量
と
も
強
い
相
関
が
あ
り
ま

す
。
G
D
P
が
成
長
し
な
が
ら
電
力
消
費
が
減
っ

て
い
る
英
国
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
金
融
を
含
む

サ
ー
ビ
ス
部
門
で
稼
い
で
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
は

ユ
ー
ロ
安
に
よ
り
製
造
業
の
競
争
力
を
維
持
し

て
い
ま
す
。
日
本
で
G
D
P
を
上
げ
な
が
ら
省
エ

ネ
を
進
め
る
に
は
、
従
来
と
異
な
っ
た
対
策
が
必

要
で
す
。

つ
ま
り
、
水
素
や
蓄
電
池
と
い
っ
た
技
術
の
ほ

か
基
盤
技
術
と
し
て
の
人
工
知
能
、
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
や
I
o
T
を
活
用
し
た
社
会
全
体
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
な
の
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

効
用
が
変
ら
な
い
ま
ま
コ
ス
ト
が
高
ま
る
と

我
々
の
所
得
を
減
ら
し
雇
用
を
失
わ
せ
経
済
全

体
を
悪
化
さ
せ
ま
す
。
そ
こ
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け

に
特
化
す
る
の
で
は
な
く
、
ほ
か
の
サ
ー
ビ
ス
と

融
合
し
な
が
ら
在
宅
医
療
シ
ス
テ
ム
な
ど
統
合

基調
講演

電
力
自
由
化
の
下
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス

秋
元 

圭
吾
氏 

（
公
益
財
団
法
人
地
球
環
境
産
業
技
術
研
究
機
構
シ
ス
テ
ム
研
究
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
主
席
研
究
員
、東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
非
常
勤
講
師
）



　
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
東
日

本
大
震
災
の
前
後
で
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
東

日
本
大
震
災
か
ら
ま
も
な
く
６
年
の
月
日
が
経
ち

ま
す
。
今
も
多
く
の
方
が
避
難
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

国
は
福
島
を
始
め
、
被
災
地
の
復
興
が
着
実
に
進

む
よ
う
政
府
が一丸
と
な
って
取
り
組
み
ま
す
。

　一方
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
皆
さ
ま
の
毎
日
の
暮
ら
し

に
直
結
す
る
大
事
な
問
題
で
す
。

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
る
べ

き
姿
と
は
、
安
全
性
（Safety

）
を
大
前
提
と
し

な
が
ら
安
定
供
（Energy Security

）、
経
済
効

率
性
（Econom

ic Effi
ciency

）、
環
境
適
合
性

（Environm
ent

）
の
３
つ
の
E
を
達
成
す
る
こ
と
で

す
。

　
東
日
本
大
震
災
以
降
、
20
％
あ
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
率
は
6
％
に
な
り
、
化
石
燃
料
依
存
率
は

62
％
か
ら
88
％
に
上
昇
、
電
気
料
金
も
家
庭
用
は

2
割
、
産
業
用
は
3
割
程
度
上
昇
。
石
油
等
燃
料

輸
入
額
は
2
0
1
4
年
28
兆
円
で
2
0
1
0
年
比

で
11
兆
円
の
上
昇
、
温
室
効
果
ガ
ス
は
、
電
力
部

門
で
2
0
1
2
年
度
や
2
0
1
3
年
度
で
１
億
ト

ン
増
え
ま
し
た
。
石
炭
や
水
力
、
原
子
力
と
いっ
た

発
電
コ
ス
ト
が
安
く
、
安
定
的
に
発
電
す
る
こ
と
が

出
来
る
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
の
比
率
が
低
い
こ
と
に
対

す
る
懸
念
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
2
0
3
0
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
る
べ
き

姿
と
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
25
％
、
電
気
料
金

を
2
0
1
3
年
比
で
2
〜
5
％
下
げ
、
CO2
削
減
は

2
0
1
3
年
比
26
％
削
減
と
い
う
欧
米
に
遜
色
な

い
目
標
を
掲
げ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
経
済
成
長
率

1
・
7
％
を
見
込
み
な
が
ら
第
1
次
オ
イ
ル
シ
ョッ

ク
時
並
み
の
省
エ
ネ
す
な
わ
ち
35
％
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効

率
改
善
に
取
り
組
み
、
国
と
し
て
規
制
を
強
化
す

る
と
と
も
に
予
算
的
な
支
援
も
進
め
ま
す
。
原
発

の
再
稼
働
を
進
め
る
際
は
国
が
前
面
に
立
ち
、
立

地
地
域
の
ご
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
進
め
、
新
基

準
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
不
断
に
安
全
性
を
追
求
し

ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
2
0
3
0
年
の
電
源
に
お

い
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
は
、
石
油
の
割
合
を
下

げ
、
ベ
ー
ス
電
源
と
な
る
石
炭
の
環
境
性
を
配
慮
し

な
が
ら
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
依
存
率
を
50
数
パ
ー
セ
ン

ト
と
い
た
し
ま
す
。
再
エ
ネ
は
大
幅
に
導
入
拡
大
し

22
〜
24
％
、
原
子
力
は
可
能
な
限
り
低
減
さ
せ
ま

す
が
20
〜
22
％
は
必
要
で
す
。

　「
こ
れ
が
ベ
ス
ト
」
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
な
い
の
が

現
状
で
す
。
多
様
性
を
持
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ベ
ス
ト

ミ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
け
れ

ば
と
存
じ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
国
を
支
え
る
重
要
な

根
幹
の
１
つ
で
す
。エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
の
確
保
、

こ
れ
を
休
む
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
。
私
達
は
、
そ
れ

を
肝
に
命
じ
て
、
今
後
と

も
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

で
は
、
も
う
１
つ
重
要
な
視

点
が
あ
り
ま
す
。「
長
期
的

な
視
点
」
で
す
。
今
後
の

世
代
の
問
題
と
い
う
こ
と
の

み
で
な
く
、
将
来
世
代
の
た

め
に
何
を
行
う
か
、
行
う
べ

き
か
、
常
に
念
頭
に
置
い
て

対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

主催者
説 明

3
E
＋
S
の
実
現
に
向
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス

須
山 

照
子 

（
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
）
　

的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
全
体
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る

と
い
う
発
想
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
は

超
ス
マ
ー
ト
社
会「
ソ
サ
エ
テ
ィ
5
・
0
」の
よ
う

な
方
向
性
で
す
。
ま
だ
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
て
い

ま
す
が
、
新
し
く
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
結
果

と
し
て
省
エ
ネ
や
脱
炭
素
に
つ
な
が
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

昨
年
4
月
に
電
力
の
小
売
が
前
面
自
由
化
し

ま
し
た
が
、
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
の
第
3
弾
と
し

て
2
0
2
0
年
に
送
配
電
部
門
の
広
域
分
離
が

行
わ
れ
ま
す
。
自
由
化
の
メ
リ
ッ
ト
は
事
業
者
間

競
争
に
よ
る
コ
ス
ト
低
下
や
新
規
参
入
に
よ
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
期
待
が
あ
り
ま
す
。
一
方

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
電
気
を
多
く
使
わ
な
い
人
に
し

わ
寄
せ
が
行
く
こ
と
、
事
業
者
が
投
資
の
短
期
的

な
回
収
を
求
め
る
た
め
〝
安
か
ろ
う
悪
か
ろ
う
〞

な
電
源
に
投
資
し
か
ね
な
い
こ
と
で
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
安
全
保
障
や
経
済
格
差
の
問
題
を
考
え
る

と
社
会
的
に
正
し
い
の
か
疑
問
で
す
。
自
由
化
し

た
イ
タ
リ
ア
で
は
安
い
ガ
ス
に
シ
フ
ト
し
た
後
、

化
石
燃
料
が
急
上
昇
し
電
力
料
金
が
急
騰
、
製
造

業
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ま
し
た
。

短
期
の
利
潤
追
求
が
不
可
避
な
自
由
化
の
下
、

原
子
力
を
取
り
巻
く
事
業
リ
ス
ク
も
増
大
し
て

い
ま
す
。
政
策
変
更
リ
ス
ク
、
原
子
力
損
害
賠
償

法
に
よ
る
無
限
責
任
も
障
壁
で
す
。
政
府
は
こ
れ

ら
を
是
正
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。「
原

子
力
を
助
け
よ
」と
い
う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
自
由
化
の
下
で
失
敗
し
た
市
場
を
是
正
す
る

た
め
で
あ
り
、
政
府
の
介
入
は
正
当
な
行
為
と
し

て
望
ま
し
い
の
で
す
。

政
府
は
省
エ
ネ
法
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
構
造

高
度
化
法
で
是
正
を
図
っ
て
い
ま
す
。「
ベ
ー
ス

ロ
ー
ド
電
源
市
場
」や
発
電
設
備
の
容
量（
k
W
）

に
価
格
を
付
け
る「
容
量
メ
カ
ニ
ズ
ム
」の
導
入

な
ど
、
価
値
を
顕
在
化
す
る
政
策
が
検
討
さ
れ
て

お
り
、
私
も
委
員
を
務
め
て
い
ま
す
が
、
非
常
に

難
し
い
課
題
で
す
。

3
E
＋
S
の
理
念
を
保
持
し
な
が
ら
、
全
体
の

リ
ス
ク
を
最
小
化
す
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

が
政
府
に
は
必
要
で
す
。
自
由
化
の
下
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
を
進
め
る
こ
と
、
温
暖
化
に
対
す

る
長
期
的
な
対
応
と
い
っ
た
難
し
い
課
題
が
あ

り
ま
す
が
、
政
府
の
賢
い
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。


